
美
作
大
学
・
美
作
大
学
短
期
大
学
部
紀
要

（
通
巻
第
53
号
抜
刷
）

横　

川　

知　

之

誓
子
の
螽
斯
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美
作
大
学
・
美
作
大
学
短
期
大
学
部
紀
要

　

二
〇
〇
八
，
第
五
十
三
号　

三
十
三
〜
三
十
五

　

論
　
文

誓
子
の
螽き

り
ぎ
り
す斯

G
rasshoppers are special beings in Seishi's haiku.横　

川　

知　

之

キ
ー
ワ
ー
ド
：
俳
句
、
誓
子
、
螽
斯

　

誓
子
の
句
集
を
読
ん
で
い
る
と
、「
螽
斯
」
の
句
が
多
く
目
に
つ
く
。

『
山
口
誓
子
全
集
』
の
中
に
は
、「
螽
斯
」
の
句
が
四
一
句
も
あ
る
。

　

実
は
、
誓
子
の
俳
句
に
出
て
く
る
動
物
の
頻
度
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
位
が
「
蟋こ

お
ろ
ぎ蟀
」（
139
）、
二
位
が
「
蝉
」（
116
）、
三
位
が
「
百
舌
鳥
」（
96
）。

以
下
、「
蝶
」（
92
）「
蟹
」（
91
）「
蛍
」（
77
）「
馬
」（
68
）「
鵜
」（
66
）「
犬
」（
62
）「
雀
」

（
53
）「
蟻
」（
47
）「
蟻
地
獄
」（
45
）「
牛
」（
44
）「
つ
く
つ
く
法
師
」（
44
）
で
、「
螽

斯
」（
41
）
は
、
一
五
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。（
注
…
…
括
弧
内
数
字
は
素
材
の

頻
度
を
表
す
。
以
下
同
様　

な
お
「
つ
く
つ
く
法
師
」
は
蝉
の
仲
間
で
あ
る
が
、
秋

の
季
題
な
の
で
分
け
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
）

　

そ
れ
で
は
、
他
の
俳
人
は
、「
螽
斯
」
を
ど
の
程
度
取
り
上
げ
て
い
る
か
を
概
観

し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

子
規
（
１
）、
虚
子
（
１
）、
秋
桜
子
（
７
）、
草
田
男
（
13
）。

　

デ
ー
タ
か
ら
見
る
限
り
、
草
田
男
以
前
の
代
表
的
な
俳
人
は
、「
螽
斯
」
を
、
俳

句
の
素
材
と
し
て
注
目
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、「
螽
斯
」
に
俳
句
の
素
材
と
し
て
の
魅
力

が
乏
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
古
い
時
代
に
は
、「
蟋
蟀
」
を
「
き
り
ぎ
り
す
」
と
訓
じ
、
虫
た
ち

を
総
称
し
て
い
た
。
そ
れ
に
、「
螽
斯
」
に
は
「
機は

た
お
り織
」
と
い
う
別
称
も
あ
る
の
で
、

注
意
を
要
す
る
。

　

た
と
え
ば
、「
笊
ふ
せ
て
お
け
ば
晝
鳴
く
き
り
ぎ
り
す
」
子
規
、「
す
の
こ
ふ
め
ば

は
た
と
鳴
き
や
む
き
り
ぎ
り
す
」
虚
子
な
ど
の
句
は
、作
者
が
「
蟋
蟀
」
を
「
螽
斯
」

と
称
し
た
も
の
か
、「
螽
斯
」
を
本
来
の
「
螽
斯
」
と
し
て
詠
ん
だ
も
の
か
の
判
別

が
難
し
い
。

　

ち
な
み
に
、
山
本
健
吉
編
『
最
新
俳
句
歳
時
記
』
文
藝
春
秋
社
刊
に
よ
る
と
、「
螽

斯
」
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

 　
　
　

緑
ま
た
は
褐
色
で
、
蝗
に
似
て
大
き
く
、
土
用
か
ら
初
秋
へ
か
け
て
主
と
し
て
昼
間
チ
ョ

ン
ギ
ー
ス
と
鳴
く
。暑
い
盛
り
に
好
ん
で
鳴
く
。肉
食
性
が
あ
る
。昔
き
り
ぎ
り
す
と
言
っ

た
の
は
こ
お
ろ
ぎ
の
こ
と
で
あ
り
、
き
り
ぎ
り
す
の
こ
と
は
機
織
と
言
っ
た
。
そ
の
鳴
声

が
織
機
の
ま
ね
き
を
踏
む
音
と
、
筬
を
打
つ
音
に
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

…
…
略
…
…
天
明
以
前
は
、
コ
オ
ロ
ギ
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

注
…
…
引
用
文
の
傍
線
は
引
用
に
際
し
て
付
け
た
。
以
下
同
様
。

　

ま
た
、
復
本
一
郎
監
修
『
俳
句
の
鳥
・
虫
図
鑑
』
成
美
堂
出
版
に
は
、

「
秋
の
虫
の
多
く
が
、
日
暮
れ
て
か
ら
鳴
く
の
に
対
し
て
『
キ
リ
ギ
リ
ス
』
は
昼
日

中
か
ら
鳴
く
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
誓
子
以
前
の
代
表
的
な
俳
人
の
「
螽
斯
」（
対
象
が
現
在
の
螽
斯
に
特
定

さ
れ
る
も
の
の
み
）
の
句
を
掲
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

狭
筵
に
機
織
鳴
け
ば
足
寒
し

子
規
「
寒
山
落
木
」
明
治
26
年

機
織
虫
の
鳴
り
響
き
つ
つ
飛
び
に
け
り

虚
子
「
六
百
句
」
昭
和
16
年

潮
け
ぶ
り
岩
礁
に
た
て
り
き
り
ぎ
り
す

秋
桜
子
「
蘆
刈
」
昭
和
13
年
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き
り
ぎ
り
す
い
ぶ
か
り
き
く
に
波
幾
重

秋
桜
子
「
霜
林
」
昭
和
25
年

き
り
ぎ
り
す
時
を
刻
み
て
限
り
な
し

草
田
男
「
火
の
島
」
昭
和
11
年

詮
じ
あ
ふ
少
年
の
知
慧
き
り
ぎ
り
す

草
田
男
「
火
の
島
」
昭
和
13
年

　

い
っ
ぽ
う
、
誓
子
の
句
は
、

　

き
り
ぎ
り
す
な
が
き
白
晝
啼
き
翳
る

「
七
曜
」
昭
和
15
年

病
者
ま
た
長
年
を
期
す
き
り
ぎ
り
す

「
晩
刻
」
昭
和
21
年

き
り
ぎ
り
す
生
く
る
か
ぎ
り
は
句
を
選
ぶ

「
青
女
」
昭
和
23
年

一
灣
の
潮
の
し
づ
も
る
き
り
ぎ
り
す

「
和
服
」
昭
和
24
年

ひ
か
り
も
の
憂
し
こ
の
世
の
も
の
憂
し
き
り
ぎ
り
す

「
和
服
」
昭
和
26
年

　

さ
ら
に
、
誓
子
の
句
集
別
に
「
螽
斯
」
の
頻
度
を
見
て
み
る
と
、

『
七
曜
』（
７
）、続
く
『
激
浪
』（
１
）『
晩
刻
』（
16
）『
青
女
』（
８
）『
和
服
』（
７
）

『
構
橋
』（
２
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
か
ら
、
誓
子
が
多
く
の
「
螽
斯
」
句
を
詠
ん
だ
の
は
、『
七
曜
』（
７
）（
昭

和
一
五
年
）
と
、『
晩
刻
』（
16
）（
昭
和
二
一
年
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

実
は
、
誓
子
は
、
昭
和
十
五
年
の
六
月
に
は
体
調
を
崩
し
、
伊
豆
の
川
奈
で
静
養

し
、
九
月
に
も
強
羅
で
静
養
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
の
六
月
に
は
、
親
戚
の
薦
め
も
あ
り
、
四
日
市
の
富
田

か
ら
少
し
北
に
位
置
す
る
天
ヶ
須
賀
へ
転
居
し
て
い
る
。

　

昭
和
十
五
年
と
言
え
ば
、
戦
時
社
会
の
弾
圧
が
色
濃
く
な
り
「
京
大
俳
句
事
件
」

の
よ
う
な
忌
ま
わ
し
い
事
件
が
起
こ
っ
た
年
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
昭
和
二
十
一
年
と
い
え
ば
、
戦
後
の
混
乱
期
で
、
桑
原
武
夫
の
「
第
二
芸

術
」
論
が
発
表
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
を
踏
ま
え
て
、
誓
子
の
「
螽
斯
」
句
を
味
わ
う
と
、
さ
ら

に
興
味
深
い
。

　

ち
な
み
に
、最
初
に
多
く
の
「
螽
斯
」
句
を
掲
載
し
た
『
七
曜
』
の
編
輯
後
記
に
、

誓
子
は
、

這
は
、
曩
の
『
炎
晝
』
に
續
く
わ
が
第
四
句
集
。

昭
和
十
三
年
八
月
よ
り
四
箇
年
の
作
四
百
六
十
餘
句
を
收
む
。

こ
の
間
殆
ど
療
養
に
終
始
す
。

昭
和
十
五
年
、
作
風
に
轉
換
を
試
み
、
爾
來
病
に
屈
せ
ず
、
句
作
に
従
ふ
。

と
、
記
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
前
後
か
ら
、
誓
子
は
、
そ
の
俳
句
の
素
材
選
び
や
句
風
に
強
い
影

響
を
受
け
た
「
茂
吉
」
の
研
究
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
。

　

と
こ
ろ
で
、「
螽
斯
」
と
言
え
ば
、
私
た
ち
は
、『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
中
の
「
ア

リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」
の
話
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
多
い
。

　
「
ア
リ
は
、
暑
い
夏
の
間
、
冬
に
備
え
て
食
べ
物
を
集
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

キ
リ
ギ
リ
ス
は
歌
を
歌
っ
て
遊
び
暮
ら
し
、
い
っ
こ
う
に
働
こ
う
と
し
な
い
。
や
が

て
、
寒
い
冬
が
来
て
、
食
べ
物
に
困
っ
た
キ
リ
ギ
リ
ス
は
、
ア
リ
に
食
べ
物
を
分
け

て
も
ら
お
う
と
す
る
…
…
」
と
い
う
あ
の
お
話
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
「
キ

リ
ギ
リ
ス
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
え
ば
、「
役
立
た
ず
の
怠
け
者
」
で
、「
ア
リ
」
の
勤

勉
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的
だ
。

　

ま
た
、
誓
子
の
句
に
は
「
螽
斯
」
を
は
じ
め
、「
地
を
這
う
物
」
が
多
い
。

　

ち
な
み
に
、
そ
れ
ら
を
多
い
順
に
列
挙
し
て
み
る
と
、

「
蟋
蟀
」（
139
）「
蟹
」（
91
）「
蟻
」（
47
）「
螽
斯
」（
41
）「
蜥
蜴
」（
40
）「
蟷
螂
」

（
39
）「
蛇
」（
28
）「
油
虫
」（
23
）「
穀
象
」（
14
）「
百
足
虫
」（
14
）
の
順
に
な
る
。

　

誓
子
の
句
に
、
こ
の
よ
う
に
「
地
を
這
う
物
」
が
多
い
の
は
、
外
出
し
た
時
に
、

俯
い
て
歩
く
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
辺
り
の
事
情
は
、
誓
子
が
、「
蟋
蟀
が
深
き
地
中
を
の
ぞ
き
込
む
」
の
句
を

自
解
し
た
時
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
伺
え
る
。
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そ
の
頃
、
私
は
跼
ん
で
地
上
の
虫
な
ど
を
よ
く
見
た
、
俯
い
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

地
上
に
は
い
ろ
ん
な
虫
が
い
た
。
私
に
は
そ
の
ふ
る
ま
い
が
一
々
面
白
か
っ
た
。　
　
　

 

 

『
自
選
自
解　

山
口
誓
子
集
』
白
鳳
社　

昭
和
四
四
年

　

と
こ
ろ
で
、誓
子
の
『
自
選
自
解　

山
口
誓
子
集
』
白
鳳
社 

昭
和
四
四
年
刊
に
は
、

「
螽
斯
」
の
句
が
三
句
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

き
り
ぎ
り
す
光
は
陰
と
地
を
わ
か
つ

『
七
曜
』
昭
和
15
年

一
灣
の
潮
し
づ
も
る
き
り
ぎ
り
す

『
和
服
』
昭
和
24
年

ひ
か
り
も
の
憂
し
こ
の
世
の
も
の
憂
し
き
り
ぎ
り
す

『
和
服
』
昭
和
26
年

　

た
め
し
に
、「
一
灣
の
」
句
の
解
説
を
引
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
一
湾
」
の
「
湾
」
は
、
伊
勢
湾
で
あ
る
。
私
は
、
そ
の
頃
、
白
子
の
海
岸
に
い
た
。

　
「
き
り
ぎ
り
す
」
は
、「
ぎ
す
」。
ぎ
ー
す
ち
ょ
ん
と
鳴
く
。
秋
の
虫
で
あ
る
。

　

き
り
ぎ
り
す
が
、
海
の
近
く
の
く
さ
む
ら
で
鳴
い
て
い
る
。
海
は
、
伊
勢
湾
、
大
き
な

海
だ
。
そ
れ
が
全
体
し
ん
と
し
ず
ま
り
か
え
っ
て
い
る
。
海
が
し
ず
ま
る
と
い
う
の
は
、

そ
こ
に
充
満
し
て
い
る
潮
が
し
ず
ま
り
か
え
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
一
湾
」の「
一
」は
、全
体
の
こ
と
だ
。「
潮
」は
、そ
の
全
体
に
充
満
し
て
い
る
も
の
だ
。

　

大
き
な
寂
静
の
、
す
ぐ
近
く
に
、
か
す
か
な
れ
ど
も
、
き
り
ぎ
り
す
が
、
鳴
き
つ
づ
け

て
い
る
。
静
と
微
音
、
こ
れ
が
こ
の
句
の
骨
格
だ
。

　

津
と
知
多
半
島
と
を
つ
な
ぐ
線
に
、
伊
勢
湾
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
が
そ

の
湾
の
一
番
し
ず
か
な
と
こ
ろ
だ
。
白
子
は
、
そ
の
近
く
に
あ
る
の
だ
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
四
年
作
『
和
服
』
所
載

　

こ
の
句
に
は
、
大
き
な
「
伊
勢
湾
」
と
向
き
合
う
ち
っ
ぽ
け
な
「
き
り
ぎ
り
す
」

が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
（
昭
和
二
四
年
）
に
な
る
と
、
こ
の
「
き
り

ぎ
り
す
」
ひ
い
て
は
「
誓
子
」
も
、
大
き
な
世
界
に
「
ひ
る
む
こ
と
」
も
「
た
め
ら

う
こ
と
」
も
な
く
対
峙
す
る
矜
恃
を
獲
て
お
り
、
読
者
の
感
動
を
誘
う
。　

　

ち
な
み
に
、
誓
子
が
、
先
の
『
自
選
自
解　

山
口
誓
子
集
』
白
鳳
社
の
中
で
、
自

句
を
解
説
し
て
い
る
の
は
、
二
百
十
五
句
の
み
で
あ
る
。

　

当
然
、
季
題
の
重
な
り
は
少
な
い
が
、
そ
の
中
の
動
物
の
頻
度
を
見
て
み
る
と
、

蝶
（
４
）
蟹
（
４
）
蟋
蟀
（
４
）
螢
（
４
）
に
次
い
で
、
螽
斯
（
３
）
蜥
蜴
（
３
）

と
続
く
。

　

こ
れ
ま
で
著
者
は
、
誓
子
が
詠
む
「
蝶
」「
蟋
蟀
」「
蜥
蜴
」「
油
虫
」
等
の
動
物

素
材
に
つ
い
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
検
証
を
続
け
て
い
る
が
、
ど
の
素
材
に
も
、
誓

子
独
特
の
「
思
い
入
れ
」
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
自
選
自
解
」
の
対
象
と
な
っ
た
句
は
、
鑑
賞
者
の
反
響
に
応
え
た

も
の
や
、
自
ら
の
自
信
作
な
ど
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
素
材
を
押
し
の
け
て

「
螽
斯
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
螽
斯
」
の
句
を
多
く
詠
ん
で
い
た
頃
の
誓
子
は
、

病
に
冒
さ
れ
仕
事
も
せ
ず
散
策
な
ど
で
体
を
癒
す
自
分
の
姿
を
「
螽
斯
」
に
見
立
て
、

自
虐
的
に
嘲
笑
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
は
じ
め
て
「
病
者
ま
た
長
年
を
期
す
き
り
ぎ
り
す
」
の
句
や
、

「
き
り
ぎ
り
す
生
く
る
か
ぎ
り
は
句
を
選
ぶ
」
な
ど
の
句
に
は
、
誓
子
の
当
時
の
境

涯
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
の
が
、
よ
く
分
か
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
、
戦
時
体
制
や
戦
後
の
混
乱
期
に
あ
る
日
本
全

体
の
風
潮
か
ら
み
た
誓
子
の
見
方
（
見
え
方
）
で
あ
る
。
世
間
の
人
か
ら
見
れ
ば
、

毎
日
、
句
作
に
ふ
け
り
、
付
近
を
散
歩
す
る
誓
子
の
姿
は
、
い
か
に
病
療
養
中
の
身

と
は
い
え
、「
螽
斯
」
以
外
の
何
者
で
も
無
い
。

　

だ
か
ら
、
誓
子
は
、
外
出
し
た
時
、
俯
く
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
誓
子
が
、「
一
灣
の
」
句
の
境
地
に
ま
で
至
る
に
は
、
い
ま
少
し
時
間
が
か

か
る
。

（
よ
こ
が
わ
・
と
も
ゆ
き
／
横
川 

知
之
）

Grasshoppers are special beings in Seishi

’s haiku.


	誓子の螽斯



